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　令
和
６
年
１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
頃
、

地
震
大
国
日
本
で
「
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
震
度
７
の
こ
の

地
震
に
よ
り
多
く
の
方
々
が
被
災
し
、
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
被
災
地
に
対
し
胸
が
痛
み
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多

く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復
興
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　平
成
19
年
３
月
25
日
発
生
の
「
能
登
半

島
沖
地
震
」
で
被
害
を
受
け
14
年
の
歳
月

を
か
け
３
年
前
に
完
全
復
興
を
宣
言
し
ま

し
た
。
「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
っ
た
大

本
山

　総
持
寺
を
２
年
程
前
に
訪
れ
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
立
派
に
修
復
さ
れ
た
寺

院
・
回
廊
を
観
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
地
震

で
す
べ
て
が
、
無
残
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
映

像
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。
元
の
姿
へ
の
復

興
は
前
回
の
地
震
の
時
と
は
違
い
、
長
い
年

月
が
掛
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　前
回
の
公
民
館
報
247
号
で
、
二
科
展
に

入
選
さ
れ
た
小
林
ま
る
さ
ん
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。
阿
南
町
公
民
館
で
は
今
年
度

新
し
く
、
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
る
方
々
の

作
品
を
提
供
い
た
だ
き
、
一
同
に
展
示
す
る

「
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
２
月

27
日
㈫
〜
３
月
３
日
㈰
ま
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。
来
年
度
も
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
際
は
、
少
し
で
も
多
く
の
方
の
作

品
が
展
示
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
南
町
公
民
館 

館
長

　村
松

　幸
廣

３
月
16
日
㈯

主
催
　
阿
南
町
公
民
館

　貴
重
な
、
文
化
財
が
残
る
阿
南
町
で
伝

承
・
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
の
場
と

し
て
実
施
し
ま
す
。
町
文
化
財
審
議
員
さ

ん
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
地
域
の
こ
と
に

つ
い
て
参
加
者
の
方
々
と
深
堀
り
し
て
い

こ
う
と
い
う
企
画
。

　参
加
申
込
に
つ
き
ま
し
て
は
、G

oogle

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、☎
22
２
２
７
０
阿
南
町

公
民
館
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

歴
史
を
語
り
継
ぐ
座
談
会

会
場

　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

３
月
28
日
㈭

主
催
　
阿
南
町
公
民
館

　プ
ロ
の
篠
笛
奏
者
に
よ
る
、
鳥
笛
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
み
ん
な
で
作
っ
て
、
会
場
に

響
か
せ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　先
着

　子
ど
も
30
人

　大
人
10
人

　参
加
申
込
に
つ
き
ま
し
て
は
、G

oogle

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、☎
22
２
２
７
０
阿
南
町

公
民
館
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

狩
野
泰
一

　「
鳥
笛
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

会
場

　阿
南
文
化
会
館

あ
な
ん
ト
ピ
ッ
ク

あ
な
ん
ト
ピ
ッ
ク
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A N A Nあ な ん

　今
年
は
元
旦
か
ら
能
登
半
島
地
震
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ひ
ど
い
被
害
の
様
子
が
今

も
毎
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
復
興
が
進
ま

な
い
理
由
と
し
て
、
山
間
地
の
災
害
特
有
の

困
難
さ
が
あ
り
ま
す
。

　伊
那
谷
で
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
三
）
遠

山
地
震
の
記
録
が
村
々
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
屋
の
倒
壊
の
他
に
、
田
畑
崩
壊
、
山
崩
れ

に
よ
る
土
石
流
な
ど
、
死
者
も
含
め
て
大
き

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
館
報
に
特
集
が
あ
る
西
尾
實
の
出

身
地 

帯
川
村
は
、
百
五
十
年
後
江
戸
時
代
が

終
わ
る
ま
で
、
結
局
地
震
以
前
の
石
高
を
回

復
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
阪
神
淡
路
大
地

震
の
時
も
び
っ
く
り
し
、
何
か
で
き
れ
ば
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
大
き

な
地
震
や
災
害
が
た
び
た
び
あ
る
中
で
、
耐

震
・
防
災
対
策
は
進
ん
で
い
る
と
安
易
に
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
二
十
九
年
前
の
神
戸
で

感
じ
た
人
間
の
無
力
さ
に
ま
た
思
い
が
戻
り

ま
す
。

　そ
れ
で
も
、
復
興
へ
の
努
力
を
続
け
る
人

た
ち
の
姿
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
能
登
の

自
然
も
少
し
ず
つ
春
ら
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
一
日
で
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
が

戻
っ
て
く
る
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

遊 

歩 

道

遊 

歩 

道

お

し

ら

せ

ワークショップ申込
Googleフォーム

座談会申込
Googleフォーム

　飯
田
下
伊
那
地
域
の
小
中
高
生
を
対
象

と
し
た
写
真
の
公
募
展
「
藤
本
四
八
記
念

小
中
高
生
写
真
賞
」
が
行
わ
れ
、

　中
学
生
の
部

　水
谷
章
人
特
別
賞

　阿
南
第
一
中
学
校
１
年

勝
又

　大
耀
さ
ん
（
大
下
条  

大
那
木
）

　小
学
生
の
部

　飯
田
美
博
館
長
賞

　大
下
条
小
学
校
４
年

勝
又

　康
耀
さ
ん
（
大
下
条  

大
那
木
）

が
入
賞
を
し
ま
し
た
。

　作
品
は
、
３
月
９
日
㈯
〜
３
月
24
日
㈰

ま
で
、
飯
田
美
術
博
物
館
ロ
ビ
ー
に
て
展

示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

　
藤
本
四
八
記
念

　
　
小
中
高
校
生
写
真
賞

　
　
　
　
　
　
　
兄
弟
で
入
賞
！

　令
和
６
年
１
月
に
行
っ
た
、
阿
南
第
一

中
学
校
で
の
武
道
授
業
に
お
い
て
、
指
導

者
と
し
て
「
阿
南
剣
道
ク
ラ
ブ
」
の
方
々

が
仕
事
等
の
合
間
を
ぬ
い
な
が
ら
、
生
徒

へ
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　町
公
式Y

ouT
u
be

に
て
行
っ
て
い
る

「
阿
南
町
子
育
て
支
援
講
座
」
に
つ
い
て
、

現
在
多
様
な
お
子
様
に
対
応
し
た
内
容
で

配
信
中
で
す
。
ま
た
、
阿
南
町
の
「
民
俗

芸
能
・
文
化
財
」
に
つ
い
て
も
配
信
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

阿
南
剣
道
ク
ラ
ブ

一
中
授
業
に
て
剣
道
を
指
導
！

阿
南
町
公
式Y

ouTube

「
阿
南
町
子
育
て
支
援
講
座
」

「
民
俗
芸
能
・
文
化
財
」
配
信
中

た
い
よ
う

こ
う
よ
う

和合の県宝 宮下家住宅にて土雛展示　期間 2/19～3/10まで

（大耀さん）（康耀さん）

指導の様子

そ
う 

じ 

じ



　結
婚
し
初
め
て
の
駐
在
所
赴
任

で
富
草
に
来
て
３
年
。
地
域
の
防

犯
・
安
全
を
守
る
た
め
日
々
精
力

的
に
巡
回
さ
れ
、
富
草
の
顔
と
な

り
つ
つ
あ
る
原
澤
さ
ん
の
毎
月
出

さ
れ
る
駐
在
所
便
り
に
は
コ
ア
な

フ
ァ
ン
が
い
る
と
か
。

　名
前
と
顔
を
覚
え
て
い

た
だ
き
い
つ
で
も
駆
け
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
顔
写
真

と
共
に
「
駐
在
独
り
言
」

と
趣
味
の
短
歌
で
親
し
み

や
す
い
お
便
り
に
。
母
方

の
祖
母
が
新
聞
に
よ
く
投

稿
し
て
い
た
短
歌
に
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
、
朝
晩
出
会
う
子
供

た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
や
道
端
に

力
強
く
咲
く
草
花
な
ど
、
本
来
不

要
な
季
語
も
入
れ
込
む
こ
と
で
よ

り
地
域
の
季
節
の
変
化
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
と
の
思
い
、
そ
し

て
そ
の
短
歌
に
喰
い
つ
く
フ
ァ
ン
に

内
容
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た

喜
び
な
の
だ
と
か
。

　も
と
も
と
民
間
企
業
の
営
業
職

か
ら
警
察
官
に
転
身
と
い
う
経
歴

の
持
ち
主
。
交
番
勤
務
や
パ
ト
カ
ー

乗
務
勤
務
を
経
て
、
初
の
駐
在
所

勤
務
を
天
職
と
感
じ
て
い
る
原
澤

さ
ん
は
、
「
な
お
、
月
１
の
駐
在
所

便
り
に
は
県
警
か
ら
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
た
い
情
報
が
一
面
に
載
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
独
り
言
と
短
歌
以

外
も
し
っ
か
り
目
を
通
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
」
と
笑
い
ま
す
。

⑸　令和 6 年 3 月 1 日 あ　な　ん あ　な　ん令和 6 年 3 月 1 日 ⑵

道元の禅

利休の茶 世阿弥の能

どうげん

りきゅう ぜ　あ　み

富
草
駐
在
所

　
　
原
澤
　
智
洋 

さ
ん

は
ら

 さ
わ

 

と
も

 ひ
ろ

私
の
趣
味
・
自
慢

私
の
趣
味
・
自
慢

私
の
趣
味
・
自
慢

　友
達
に
誘
わ
れ
て
未
経
験
の
ラ

グ
ビ
ー
部
へ
。
小
学
生
か
ら
経
験
を

重
ね
る
部
員
も
い
る
中
、
未
経
験
で

勇
気
も
い
る
事
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

才
能
は
開
花
！
２
年
生
に
し
て
『
フ

ラ
ン
カ
ー
』
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

ス
タ
メ
ン
出
場
。
も
ち
ろ
ん
練
習
は

キ
ツ
イ
し
怪
我
も
つ
き
も
の
で
、
細

菌
感
染
で
入
院
し
た
事
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
で
も
苦
楽
を
共
に
す
る
仲

間
・
先
輩
に
恵
ま
れ
、
毎
日
が
楽
し

く
て
仕
方
な
く
、
ラ
グ
ビ
ー
中
心
に

若
い

衆

若
い

衆

若
い

衆

若
い

衆

お
ら
ほ
の

大
下
条

　千
木

　
　
　
　
　

　佐
々
木

　大
輝 

さ
ん

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校
２
年

57
年
ぶ
り
ラ
グ
ビ
ー
花
園
出
場

57
年
ぶ
り
ラ
グ
ビ
ー
花
園
出
場

さ

 さ

 き

 

だ
い

 き

明
け
暮
れ
る
毎
日
だ
そ
う
で
す
。

　週
一
の
オ
フ
は
、
図
書
館
で
小

説
を
読
む
事
が
好
き
。
そ
ん
な
青

春
真
っ
た
だ
中
の
一
面
も
持
っ
て
い

る
大
輝
君
で
す
。
た
だ
唯
一
辛
い
こ

と
が…

体
を
大
き
く
す
る
為
、
食
事

量
が
半
端
な
く
何
よ
り
苦
し
い
ら

し
い
で
す
。

　最
後
に
目
標
を
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
「
今
年
も
県
代
表

と
し
て
必
ず
花
園
に
出
場
を
果
た

し
ま
す
」
熱
く
語
る
そ
の
瞳
は
一
点

の
曇
り
も
な
く
、
自
信
に
満
ち
、

目
標
達
成
を
予
感
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
凄
い
よ
大
輝
君
ガ
ン
バ
レ
！！

令和５年12月28日㈭に開催された
長野県代表の飯田OIDE長姫高校の有志が
以下の二次元コードよりご覧いただけます。

事
　
　
項

５
月
14
日
　
豊
村
帯
川
（
現
阿
南
町
）
に
生
ま
れ
る
。

和
合
尋
常
小
学
校
帯
川
分
教
場
入
学
す
る
。
（
尋
常
科
４
年
・
尋
常
補
習
科
２
年
）

大
下
条
小
学
校
高
等
補
修
科
入
学
す
る
。
（
２
年
）
明
治
36
年
４
月
卒
業

和
合
尋
常
小
学
校
代
用
教
員
と
な
る
。
（
明
治
38
年
９
月
退
職
）

長
野
県
師
範
学
校
入
学
（
同
級
生
に
金
原
省
吾
・
五
味
義
武
な
ど
が
い
た
。
）

飯
田
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
と
な
る
。
（
森
下
二
郎
と
の
出
会
い
）

東
京
帝
国
大
学
（
現
　
東
京
大
学
）
文
科
大
学
国
文
選
科
へ
入
学
す
る
。

大
下
条
尋
常
高
等
学
校
訓
導
と
な
る
。
（
星
野
ま
す
と
結
婚
）
９
月
に
退
職
を
し
て
単
身
上
京
す
る
。

６
月
　
長
男
　
光
一
誕
生
・
翌
３
年
妻
子
上
京
）

昼
は
東
大
図
書
館・研
究
室
等
で
国
語
学・国
文
学・哲
学・宗
教
学・芸
術
学・美
学
等
の
研
究
に
没
頭
。

東
京
帝
国
大
学
卒
業
（
９
月
）
日
本
橋
区
第
二
実
業
補
修
夜
学
校
に
勤
務

秋
か
ら
私
立
淑
徳
高
等
女
学
校
に
勤
務
（
翌
年
教
諭
と
な
る
）

松
本
女
子
師
範
学
校
教
諭
と
な
る
。

松
本
女
子
師
範
学
校
付
属
　
小
学
校
主
事
と
な
る
。

長
野
県
師
範
学
校
（
現
　
信
州
大
学
）
　
教
授
嘱
託
と
な
る
。

西暦

年号

年齢

1889

明治
22年

1895

明治
28年

6

1901

明治
34年

12

1903

明治
36年

14

1906

明治
39年

17

1910

明治
43年

21

1912

明治45年

23

1913

大正
２年

24

1915

大正４年

26

1916

大正
５年

27

1918

大正
７年

29

1919

大正
８年

30

1923

大正
12年

34

西
尾
　實
　先
生
は
、
中
世
文
学
の
古
典
、
特
に

な
ど
の
中
か
ら
、
人
間
の
生
き
方
・
教
育
の
意
義
や
方

法
を
、
生
涯
を
か
け
探
求
し
ま
し
た
。

　先
生
は
、
明
治
22
年
阿
南
町
和
合
帯
川
に
生
ま
れ
、

小
学
校
卒
業
後
教
師
を
志
し
、
長
野
師
範
学
校
（
現
信

州
大
学
教
育
学
部
）
へ
進
学
し
ま
し
た
。
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年 表
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の
名
誉
町
民
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生
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し
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み
の
る

ふ 

に
ん



⑶　令和 6 年 3 月 1 日 あ　な　ん あ　な　ん令和 6 年 3 月 1 日 ⑷

絵
・
文

か
な
だ
ゆ
ま

　元
旦
の
揺
れ
に
驚
き
つ
つ

も
あ
れ
か
ら
３
ヶ
月
、未
だ
に

被
災
し
生
活
に
戻
れ
な
い
状

況
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

　ま
さ
か
元
旦
に
、と
い
う
思

い
で
す
が
自
然
相
手
、い
つ
何

時
被
災
す
る
か
決
ま
っ
て
な

い
の
も
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。

な
ん
て
恐
れ
つ
つ
も
心
の
ど

こ
か
で
「
こ
こ
は
大
丈
夫
」
と

今
の
生
活
を
当
た
り
前
に
、な

ん
の
備
え
も
し
て
な
か
っ
た

の
が
私
な
の
で
す
が…

。

　阿
南
町
で
も
防
災
用
品
を

揃
え
ら
れ
る
お
店
も
あ
り
ま

す
し
、い
つ
で
も
持
っ
て
出
ら

れ
る
非
常
持
ち
出
し
袋
を

作
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

食
料
に
は
チ
ョ
コ
な
ど
比
較

的
長
持
ち
す
る
甘
い
の
も
を

入
れ
て
お
く
と
い
い
な
ど
実

際
の
ラ
イ
フ
ハ
ッ
ク
な
ど
家

族
に
合
っ
た
も
の
を
考
え
て
。

　被
災
し
た
ら
み
ん
な
が
被

災
者
に
な
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
も
、誰
か
も
助
け
ら
れ
る

よ
う
な
備
え
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

私
は…

お
恥
ず
か
し
な
が
ら

「
何
も
」

『
地
震
大
国
日
本
』

先
日
も
大
き
な
地
震
が

起
こ
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
皆
さ
ん

「
災
害
へ
の
備
え
」

し
て
ま
す
か
？

備
え
は
大
切
！

と
は
思
い
つ
つ
も

そ
の
、
漠
然
と

し
て
し
ま
っ
て…

必
要
最
低
限
と
い
い
つ
つ
、
今
回
の

震
災
を
見
る
と
孤
立
す
る
可
能
性
も

高
い
気
が
す
る
の
で
多
め
に
見
積
も
っ

た
方
が
い
い
よ
な
あ
と

し
み
じ
み…

…

い
つ
何
処
で
震
災
に

合
う
か
わ
か
ら
な
い

で…
…
…

あ
っ
！

地
震
だ
け
で
な
く
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
、

わ
か
ら
な
い…

家
で
、
会
社
で
、
学
校
で
、

保
育
園
で
、
道
端
で

避
難
場
所
も
確
認
し
て
お

か
な
い
と
で
す
ね

家
族
の
安
否
！

一
緒
に
い
る
時
と
は
限
ら
な
い
！

AN AN情報発信局 「災害への備え」
総理官邸HPより
災害が起こる前に
できること！防災への備え

非常用持ち出し袋

家族の安否確認

災害お役立ちサイト X（Twitter) 公式アカウント
・首相官邸(災害・危機管理情報) @Kantei_Saigai・首相官邸HP　
・警視庁警備部災害対策課　@MPD_bousai
・各自治体や公共アカウントもおすすめです

『171』災害伝言ダイヤル

災害用伝言板

□食料・飲料水
ライフラインがなくとも食べられるもの

自分の家庭・家族が必要なものも考えて
一緒に入れておく
（オムツや生理用品、安心するもの等

局番なしで電話をかけると伝言を録音でき
電話番号を知ってる家族などが再生できる
サービス

携帯電話などからインターネットを使用して
文字情報を登録し、電話番号を指定いる家族
などが情報を見られるサービス

阿南町
ハザード情報

□懐中電灯 □手動ラジオ □充電器
□着替え □救急セット □洗面道具
□タオル □軍手 □ブランケット
□筆記用具 □貴重品 □生活用品 
□感染症対策（マスク・石鹸など）

※一部紹介

災害の備えチェックリスト

・東京防災冊子　
災害時の
ライフハック本

災害が起きる
前にできること

私
立
成
蹊
高
等
女
学
校
専
攻
科
主
任
と
な
る
。

３
月
　
妻
ま
す
死
去
。
12
月
　
一
男
三
女
を
連
れ
て
上
京

百
瀬
は
る
ゑ
と
再
婚
。
国
文
学
者
と
し
て
の
活
躍
が
始
ま
る
。

第
二
東
京
私
立
中
学
校
授
業
嘱
託
と
な
る
。

著
書
【
国
語
国
文
の
教
育
】
（
長
野
県
下
の
国
語
教
育
実
践
指
導
始
ま
る
。
）

東
京
女
子
大
学
教
授
と
な
る
。
（
以
後
16
年
間
）

法
政
大
学
文
学
部
講
師
と
な
る
。
（
昭
和
21
年
　
教
授
と
な
る
）

著
書
【
国
語
教
育
の
新
領
域
】
を
岩
波
書
店
よ
り
出
版

国
立
国
語
研
究
初
代
所
長
と
な
る
。
（
以
後
11
年
間
）

こ
の
こ
ろ
か
ら
高
血
圧
・
視
力
異
常
が
始
ま
る
。

著
書
・
論
文
・
公
演
・
教
科
書
編
纂
な
ど
の
活
動
続
く
。

日
本
国
語
教
育
学
会
　
初
代
会
長
と
な
る
。

緑
内
障
が
悪
化
し
、
視
力
が
著
し
く
衰
え
る
。

文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。

妻
は
る
ゑ
死
去
（
75
歳
頃
か
ら
完
全
に
失
明
。
し
か
し
、
口
述
筆
記
に
よ
る
著
述
を
続
け
る
。
）

阿
南
第
一
中
学
校
に
て
【
わ
た
し
が
父
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
】
講
演
会
を
実
施
。

阿
南
町
名
誉
町
民
と
な
る
。
（
11
月
に
推
戴
式
に
出
席
）
最
後
の
旅
行
と
な
る
。

４
月
16
日
　
逝
去
さ
れ
る
。
10
月
20
日
　
町
葬
を
執
り
行
う
。

定
例
教
育
委
員
会
に
て
町
長
よ
り
説
明
。
【
西
尾
實
記
念
館
建
設
に
つ
い
て
】

西
尾
實
記
念
館
　
建
設
完
了
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　飯
田
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
追
手
町
小
学
校
）
の
教

壇
に
立
っ
た
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
科
選
科
（
現
東

京
大
学
文
学
部
）
へ
入
学
し
、
国
文
学
の
研
究
に
励
み
、

各
地
の
中
等
学
校
や
大
学
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、
全
国

を
ま
わ
り
国
語
教
育
の
指
導
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　後
年
は
、
国
立
国
語
研
究
所
の
初
代
所
長
・
日
本
国

語
教
育
学
会
初
代
会
長
に
就
き
、
わ
が
国
の
国
語
教
育

の
重
鎮
と
し
て
数
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

阿南町に残る 西尾  實先生の想い
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尾 
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る
傍
ら
、
全
国

を
ま
わ
り
国
語
教
育
の
指
導
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　後
年
は
、
国
立
国
語
研
究
所
の
初
代
所
長
・
日
本
国

語
教
育
学
会
初
代
会
長
に
就
き
、
わ
が
国
の
国
語
教
育

の
重
鎮
と
し
て
数
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

阿南町に残る 西尾  實先生の想い

西
尾 

實  

記
念
館

西
尾 

實  

生
家

阿
南
第
一
中
学
校
校
歌

西尾　實　先生

 

阿
南
第
一
中
学
校
校
歌

昭
和
四
十
七
年
二
月
制
定

 
 

西
尾
　
實
　
　
作
詞

 
 

山
下
　
宏

 
 

芥
川
也
寸
志
　
作
曲

一
　
茜
さ
す
赤
石
の
山

仰
ぎ
見
よ
雄
々
し
き
峰
を

水
清
き
天
竜
の
川

澄
ま
し
聴
け
　
し
ぶ
き
の
歌
を

永
遠
に
そ
び
え
つ
ら
な
り

春
秋
に
流
れ
て
や
ま
ず

大
自
然
ゆ
た
か
に
燃
ゆ
る

こ
の
里
の
丘
の
白
亜
は

こ
れ
ぞ
　
お
お
わ
れ
ら
が
母
校

阿
南
一
中

二
　
鳥
は
鳴
き
　
朝
霧
は
れ
て

学
舎
に
若
人
集
う

空
い
っ
ぱ
い
歓
呼
は
ひ
び
き

庭
い
っ
ぱ
い
手
の
輪
は
は
ず
む

理
想
た
か
く
和
の
輪
で
つ
な
ぎ

身
を
き
た
え
励
ま
ん
文
に

あ
た
ら
し
き
明
日
の
わ
が
町

拓
き
ゆ
く
力
の
基

こ
れ
ぞ
　
お
お
わ
れ
ら
が
母
校

阿
南
一
中

か
た
わ

き
ょ
う
べ
んた

ず
さ



　結
婚
し
初
め
て
の
駐
在
所
赴
任

で
富
草
に
来
て
３
年
。
地
域
の
防

犯
・
安
全
を
守
る
た
め
日
々
精
力

的
に
巡
回
さ
れ
、
富
草
の
顔
と
な

り
つ
つ
あ
る
原
澤
さ
ん
の
毎
月
出

さ
れ
る
駐
在
所
便
り
に
は
コ
ア
な

フ
ァ
ン
が
い
る
と
か
。

　名
前
と
顔
を
覚
え
て
い

た
だ
き
い
つ
で
も
駆
け
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
顔
写
真

と
共
に
「
駐
在
独
り
言
」

と
趣
味
の
短
歌
で
親
し
み

や
す
い
お
便
り
に
。
母
方

の
祖
母
が
新
聞
に
よ
く
投

稿
し
て
い
た
短
歌
に
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
、
朝
晩
出
会
う
子
供

た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
や
道
端
に

力
強
く
咲
く
草
花
な
ど
、
本
来
不

要
な
季
語
も
入
れ
込
む
こ
と
で
よ

り
地
域
の
季
節
の
変
化
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
と
の
思
い
、
そ
し

て
そ
の
短
歌
に
喰
い
つ
く
フ
ァ
ン
に

内
容
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た

喜
び
な
の
だ
と
か
。

　も
と
も
と
民
間
企
業
の
営
業
職

か
ら
警
察
官
に
転
身
と
い
う
経
歴

の
持
ち
主
。
交
番
勤
務
や
パ
ト
カ
ー

乗
務
勤
務
を
経
て
、
初
の
駐
在
所

勤
務
を
天
職
と
感
じ
て
い
る
原
澤

さ
ん
は
、
「
な
お
、
月
１
の
駐
在
所

便
り
に
は
県
警
か
ら
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
た
い
情
報
が
一
面
に
載
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
独
り
言
と
短
歌
以

外
も
し
っ
か
り
目
を
通
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
」
と
笑
い
ま
す
。

⑸　令和 6 年 3 月 1 日 あ　な　ん あ　な　ん令和 6 年 3 月 1 日 ⑵

道元の禅

利休の茶 世阿弥の能

どうげん

りきゅう ぜ　あ　み

富
草
駐
在
所

　
　
原
澤
　
智
洋 

さ
ん

は
ら

 さ
わ

 

と
も

 ひ
ろ

私
の
趣
味
・
自
慢

私
の
趣
味
・
自
慢

私
の
趣
味
・
自
慢

　友
達
に
誘
わ
れ
て
未
経
験
の
ラ

グ
ビ
ー
部
へ
。
小
学
生
か
ら
経
験
を

重
ね
る
部
員
も
い
る
中
、
未
経
験
で

勇
気
も
い
る
事
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

才
能
は
開
花
！
２
年
生
に
し
て
『
フ

ラ
ン
カ
ー
』
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

ス
タ
メ
ン
出
場
。
も
ち
ろ
ん
練
習
は

キ
ツ
イ
し
怪
我
も
つ
き
も
の
で
、
細

菌
感
染
で
入
院
し
た
事
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
で
も
苦
楽
を
共
に
す
る
仲

間
・
先
輩
に
恵
ま
れ
、
毎
日
が
楽
し

く
て
仕
方
な
く
、
ラ
グ
ビ
ー
中
心
に

若
い

衆

若
い

衆

若
い

衆

若
い

衆

お
ら
ほ
の

大
下
条

　千
木

　
　
　
　
　

　佐
々
木

　大
輝 
さ
ん

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校
２
年

57
年
ぶ
り
ラ
グ
ビ
ー
花
園
出
場

57
年
ぶ
り
ラ
グ
ビ
ー
花
園
出
場

さ

 さ

 き

 

だ
い

 き

明
け
暮
れ
る
毎
日
だ
そ
う
で
す
。

　週
一
の
オ
フ
は
、
図
書
館
で
小

説
を
読
む
事
が
好
き
。
そ
ん
な
青

春
真
っ
た
だ
中
の
一
面
も
持
っ
て
い

る
大
輝
君
で
す
。
た
だ
唯
一
辛
い
こ

と
が…

体
を
大
き
く
す
る
為
、
食
事

量
が
半
端
な
く
何
よ
り
苦
し
い
ら

し
い
で
す
。

　最
後
に
目
標
を
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
「
今
年
も
県
代
表

と
し
て
必
ず
花
園
に
出
場
を
果
た

し
ま
す
」
熱
く
語
る
そ
の
瞳
は
一
点

の
曇
り
も
な
く
、
自
信
に
満
ち
、

目
標
達
成
を
予
感
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
凄
い
よ
大
輝
君
ガ
ン
バ
レ
！！

令和５年12月28日㈭に開催された
長野県代表の飯田OIDE長姫高校の有志が
以下の二次元コードよりご覧いただけます。

事
　
　
項

５
月
14
日
　
豊
村
帯
川
（
現
阿
南
町
）
に
生
ま
れ
る
。

和
合
尋
常
小
学
校
帯
川
分
教
場
入
学
す
る
。
（
尋
常
科
４
年
・
尋
常
補
習
科
２
年
）

大
下
条
小
学
校
高
等
補
修
科
入
学
す
る
。
（
２
年
）
明
治
36
年
４
月
卒
業

和
合
尋
常
小
学
校
代
用
教
員
と
な
る
。
（
明
治
38
年
９
月
退
職
）

長
野
県
師
範
学
校
入
学
（
同
級
生
に
金
原
省
吾
・
五
味
義
武
な
ど
が
い
た
。
）

飯
田
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
と
な
る
。
（
森
下
二
郎
と
の
出
会
い
）

東
京
帝
国
大
学
（
現
　
東
京
大
学
）
文
科
大
学
国
文
選
科
へ
入
学
す
る
。

大
下
条
尋
常
高
等
学
校
訓
導
と
な
る
。
（
星
野
ま
す
と
結
婚
）
９
月
に
退
職
を
し
て
単
身
上
京
す
る
。

６
月
　
長
男
　
光
一
誕
生
・
翌
３
年
妻
子
上
京
）

昼
は
東
大
図
書
館・研
究
室
等
で
国
語
学・国
文
学・哲
学・宗
教
学・芸
術
学・美
学
等
の
研
究
に
没
頭
。

東
京
帝
国
大
学
卒
業
（
９
月
）
日
本
橋
区
第
二
実
業
補
修
夜
学
校
に
勤
務

秋
か
ら
私
立
淑
徳
高
等
女
学
校
に
勤
務
（
翌
年
教
諭
と
な
る
）

松
本
女
子
師
範
学
校
教
諭
と
な
る
。

松
本
女
子
師
範
学
校
付
属
　
小
学
校
主
事
と
な
る
。

長
野
県
師
範
学
校
（
現
　
信
州
大
学
）
　
教
授
嘱
託
と
な
る
。

西暦

年号

年齢

1889

明治
22年

1895

明治
28年

6

1901

明治
34年

12

1903

明治
36年

14

1906

明治
39年

17

1910

明治
43年

21

1912

明治45年

23

1913

大正
２年

24

1915

大正４年

26

1916

大正
５年

27

1918

大正
７年

29

1919

大正
８年

30

1923

大正
12年

34

西
尾
　實
　先
生
は
、
中
世
文
学
の
古
典
、
特
に

な
ど
の
中
か
ら
、
人
間
の
生
き
方
・
教
育
の
意
義
や
方

法
を
、
生
涯
を
か
け
探
求
し
ま
し
た
。

　先
生
は
、
明
治
22
年
阿
南
町
和
合
帯
川
に
生
ま
れ
、

小
学
校
卒
業
後
教
師
を
志
し
、
長
野
師
範
学
校
（
現
信

州
大
学
教
育
学
部
）
へ
進
学
し
ま
し
た
。

第103回  全国高校ラグビー大会にて

年 表

阿
南
町 

唯
一
の
名
誉
町
民

 

西
尾  

實 

先
生

に
し

 
お

 

み
の
る

ふ 

に
ん
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　令
和
６
年
１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
頃
、

地
震
大
国
日
本
で
「
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
震
度
７
の
こ
の

地
震
に
よ
り
多
く
の
方
々
が
被
災
し
、
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
被
災
地
に
対
し
胸
が
痛
み
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多

く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復
興
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　平
成
19
年
３
月
25
日
発
生
の
「
能
登
半

島
沖
地
震
」
で
被
害
を
受
け
14
年
の
歳
月

を
か
け
３
年
前
に
完
全
復
興
を
宣
言
し
ま

し
た
。
「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
っ
た
大

本
山

　総
持
寺
を
２
年
程
前
に
訪
れ
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
立
派
に
修
復
さ
れ
た
寺

院
・
回
廊
を
観
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
地
震

で
す
べ
て
が
、
無
残
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
映

像
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。
元
の
姿
へ
の
復

興
は
前
回
の
地
震
の
時
と
は
違
い
、
長
い
年

月
が
掛
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　前
回
の
公
民
館
報
247
号
で
、
二
科
展
に

入
選
さ
れ
た
小
林
ま
る
さ
ん
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。
阿
南
町
公
民
館
で
は
今
年
度

新
し
く
、
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
る
方
々
の

作
品
を
提
供
い
た
だ
き
、
一
同
に
展
示
す
る

「
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
２
月

27
日
㈫
〜
３
月
３
日
㈰
ま
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。
来
年
度
も
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
際
は
、
少
し
で
も
多
く
の
方
の
作

品
が
展
示
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
南
町
公
民
館 

館
長

　村
松

　幸
廣

３
月
16
日
㈯

主
催
　
阿
南
町
公
民
館

　貴
重
な
、
文
化
財
が
残
る
阿
南
町
で
伝

承
・
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
の
場
と

し
て
実
施
し
ま
す
。
町
文
化
財
審
議
員
さ

ん
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
地
域
の
こ
と
に

つ
い
て
参
加
者
の
方
々
と
深
堀
り
し
て
い

こ
う
と
い
う
企
画
。

　参
加
申
込
に
つ
き
ま
し
て
は
、G

oogle

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、☎
22
２
２
７
０
阿
南
町

公
民
館
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

歴
史
を
語
り
継
ぐ
座
談
会

会
場

　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

３
月
28
日
㈭

主
催
　
阿
南
町
公
民
館

　プ
ロ
の
篠
笛
奏
者
に
よ
る
、
鳥
笛
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
み
ん
な
で
作
っ
て
、
会
場
に

響
か
せ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　先
着

　子
ど
も
30
人

　大
人
10
人

　参
加
申
込
に
つ
き
ま
し
て
は
、G

oogle
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、☎
22
２
２
７
０
阿
南
町

公
民
館
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

狩
野
泰
一

　「
鳥
笛
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

会
場

　阿
南
文
化
会
館

あ
な
ん
ト
ピ
ッ
ク

あ
な
ん
ト
ピ
ッ
ク
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A N A Nあ な ん

　今
年
は
元
旦
か
ら
能
登
半
島
地
震
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ひ
ど
い
被
害
の
様
子
が
今

も
毎
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
復
興
が
進
ま

な
い
理
由
と
し
て
、
山
間
地
の
災
害
特
有
の

困
難
さ
が
あ
り
ま
す
。

　伊
那
谷
で
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
三
）
遠

山
地
震
の
記
録
が
村
々
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
屋
の
倒
壊
の
他
に
、
田
畑
崩
壊
、
山
崩
れ

に
よ
る
土
石
流
な
ど
、
死
者
も
含
め
て
大
き

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
館
報
に
特
集
が
あ
る
西
尾
實
の
出

身
地 

帯
川
村
は
、
百
五
十
年
後
江
戸
時
代
が

終
わ
る
ま
で
、
結
局
地
震
以
前
の
石
高
を
回

復
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
阪
神
淡
路
大
地

震
の
時
も
び
っ
く
り
し
、
何
か
で
き
れ
ば
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
大
き

な
地
震
や
災
害
が
た
び
た
び
あ
る
中
で
、
耐

震
・
防
災
対
策
は
進
ん
で
い
る
と
安
易
に
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
二
十
九
年
前
の
神
戸
で

感
じ
た
人
間
の
無
力
さ
に
ま
た
思
い
が
戻
り

ま
す
。

　そ
れ
で
も
、
復
興
へ
の
努
力
を
続
け
る
人

た
ち
の
姿
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
能
登
の

自
然
も
少
し
ず
つ
春
ら
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
一
日
で
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
が

戻
っ
て
く
る
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

遊 
歩 

道

遊 
歩 

道

お

し

ら

せ

ワークショップ申込
Googleフォーム

座談会申込
Googleフォーム

　飯
田
下
伊
那
地
域
の
小
中
高
生
を
対
象

と
し
た
写
真
の
公
募
展
「
藤
本
四
八
記
念

小
中
高
生
写
真
賞
」
が
行
わ
れ
、

　中
学
生
の
部

　水
谷
章
人
特
別
賞

　阿
南
第
一
中
学
校
１
年

勝
又

　大
耀
さ
ん
（
大
下
条  

大
那
木
）

　小
学
生
の
部

　飯
田
美
博
館
長
賞

　大
下
条
小
学
校
４
年

勝
又

　康
耀
さ
ん
（
大
下
条  

大
那
木
）

が
入
賞
を
し
ま
し
た
。

　作
品
は
、
３
月
９
日
㈯
〜
３
月
24
日
㈰

ま
で
、
飯
田
美
術
博
物
館
ロ
ビ
ー
に
て
展

示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

　
藤
本
四
八
記
念

　
　
小
中
高
校
生
写
真
賞

　
　
　
　
　
　
　
兄
弟
で
入
賞
！

　令
和
６
年
１
月
に
行
っ
た
、
阿
南
第
一

中
学
校
で
の
武
道
授
業
に
お
い
て
、
指
導

者
と
し
て
「
阿
南
剣
道
ク
ラ
ブ
」
の
方
々

が
仕
事
等
の
合
間
を
ぬ
い
な
が
ら
、
生
徒

へ
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　町
公
式Y

ouT
u
be

に
て
行
っ
て
い
る

「
阿
南
町
子
育
て
支
援
講
座
」
に
つ
い
て
、

現
在
多
様
な
お
子
様
に
対
応
し
た
内
容
で

配
信
中
で
す
。
ま
た
、
阿
南
町
の
「
民
俗

芸
能
・
文
化
財
」
に
つ
い
て
も
配
信
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

阿
南
剣
道
ク
ラ
ブ

一
中
授
業
に
て
剣
道
を
指
導
！

阿
南
町
公
式Y

ouTube

「
阿
南
町
子
育
て
支
援
講
座
」

「
民
俗
芸
能
・
文
化
財
」
配
信
中

た
い
よ
う

こ
う
よ
う

和合の県宝 宮下家住宅にて土雛展示　期間 2/19～3/10まで

（大耀さん）（康耀さん）

指導の様子

そ
う 

じ 

じ


